
 

 

 

  
 

  

 

  

八
景
歩
き

 
検
索

 

 

八
景
歩
き
は
、

 

他
に
も
コ
ー
ス
が
あ
る
よ
！

 

 

❺
広
大
な
手
賀
沼
干
拓
地

（
斜
面
林
・
田
園
八
景
）
 

手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ン
の
南
側
に
は
、
東
西
約
６

k
m
、
南
北

約
５
０
０
ｍ
～
１
ｋ
ｍ
に
及
ぶ
手
賀
沼
干
拓
地
が
広
が
り
ま
す
。
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
食
糧
増
産
が
国
の
施
策
と
な
り
本
格
的

な
干
拓
工
事
が
進
め
ら
れ
、
約
２
２
年
の
歳
月
を
費
や
し
現
在

の
広
大
な
水
田
が
で
き
ま
し
た
。 

❻
岡
発

お
か
ほ
っ

戸と

・
都
部

い
ち

ぶ

の
谷
津

《
我
孫
子
遺
産
》
 

（
成
田
線
車
窓
八
景
、
ハ
ケ
の
道
八
景

、
斜
面
林
・
田
園
八

景
、
水
八
景
） 

我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
と
湖
北
台
の
住
宅
地
に
挟
ま
れ
た
、
面

積
約
３
７
ｈ
ａ
の
市
内
最
大
の
谷
津
で
す
。豊
か
な
自
然
の
な
か

で
、
斜
面
林
や
水
辺
な
ど
の
美
し
い
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
貴
重
な
谷
津
を
次
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ
た
め
、
市
民
と

市
が
協
働
で
保
全
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
谷
津
の
東
側
に
は
活

動
の
拠
点
と
な
る
作
業
小
屋
が
あ
り
ま
す
。 

❼
四
季
の
道

 
 
 

湖
北
台
の
ま
ち
の
中
央
を
東
西
に
イ
チ
ョ
ウ
並
木
が
連
な
る
広

い
道
路
は
、
「
四
季
の
道
」
と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
の
一

部
は
、
地
元
企
業
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
定
期
的
に
落
ち
葉
な
ど

の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

❽
正
泉
寺

《
我
孫
子
遺
産
》
 

曹
洞
宗
の
寺
院
で
す
。
境
内
は
２
本
の
大
木
（
桜
、
シ
キ
ミ
）
を

は
じ
め
と
し
た
木
々
に
囲
ま
れ
、本
堂
、正
面
に
鐘
楼
門
が
迎
え

て
く
れ
ま
す
。
新
四
国
相
馬
霊
場
第
７
３
番
札
所
に
な
っ
て
い
ま

す
。
 

❶
湖
北
駅
南
口
駅
前
花
壇
 

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
、１
本
桜
と
き
れ
い
な
花
壇
が
迎
え
て
く
れ

ま
す
。こ
の
花
壇
は
、地
元
の
湖
北
台
中
学
校
と
「
お
や
じ
＆
お
ふ

く
ろ
の
会
」
が
維
持
管
理
し
て
い
ま
す
。
毎
年
同
校
の
メ
ン
バ
ー

が
校
内
か
ら
設
計
企
画
を
募
り
、
選
花
や
植
え
付
け
の
配
列
を

決
め
て
花
壇
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

❷
湖
北
台

（
ま
ち
な
み
八
景
）
 

昭
和
４
２
（

1
9

6
7
）
年
頃
に
湖
北
台
団
地
が
造
成
さ
れ
始
め
た

の
を
皮
切
り
に
、
市
街
地
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
け
や
き
通
り
の
坂
の
並
木
や
湖
北
台
中
央
公
園
を
は
じ

め
と
す
る
豊
か
な
緑
と
融
合
し
た
潤
い
の
あ
る
落
ち
着
い
た
ま
ち

な
み
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
ち
な
み
の
向
こ
う
に
は
広
大
な
手

賀
沼
干
拓
地
（
斜
面
林
・
田
園
八
景
）
の
田
園
風
景
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。 

❸
湖
北
台
中
央
公
園

（
公
園
八
景
）
  

常
緑
樹
に
囲
ま
れ
た
、
な
だ
ら
か
な
起
伏
が
良
好
な
景
観
を
形

成
し
て
い
る
公
園
で
、
住
宅
地
の
中
の
貴
重
な
オ
ア
シ
ス
に
な
っ

て
い
ま
す
。
多
様
な
樹
木
が
四
季
折
々
の
変
化
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
、
春
に
は
桜
、
秋
に
は
イ
チ
ョ
ウ
の
紅
葉
を
堪
能
で
き
ま
す
。
ま

た
、
広
々
と
し
た
芝
生
の
広
場
を
利
用
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
公
園
の
東
側
に
は
、
ケ
ヤ
キ
並
木
に
沿
っ
て
庭

木
の
美
し
い
戸
建
て
住
宅
が
続
い
て
い
ま
す
。 

❹
け
や
き
通
り
の
坂

（
坂
道
八
景
）
 

平
成
１
１
年
に
第
３
回
我
孫
子
市
景
観
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。
湖
北
台
団
地
の
造
成
に
合
わ
せ
て
計
画
的
に
植
樹
さ
れ
た

ケ
ヤ
キ
が
大
き
な
並
木
を
作
り
、
周
り
に
は
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ

が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。四
季
折
々
の
美
し
さ
が
あ
り
、
特
に
春
の

芽
吹
き
と
秋
の
紅
葉
が
圧
巻
で
す
。 
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ス
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コ
ー
ス
約
４

.0
k
m

 

消
費
カ
ロ
リ
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１
８
０

k
c
a
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体
重

6
0

k
g
の
方
が

 

時
速

4
ｋ
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で
歩
い
た

場
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我孫子遺産 

我孫子市の自然・歴史・文化 

を語るうえで大切なもの 
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我孫子遺産に選定されています 

い ち ぶ 

お か ほ っ と 

なかびょうだい 


